
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
　渥美青年経済研究会では、旧渥美町内６保育園の園児
を対象に、子どもたちの持つ無限の可能性から生まれる創
造力や発想力を育むことを目的として、木製パズルを使っ
た壁画作りに取り組みました。
  ３０cm四方の木製ピースに描くテーマは“将来の夢”。6月
初旬、園児が木製ピースに絵を描き、思いのこもった個性
豊かな397枚の夢のピースができました。
　6月27日（火）、園児の描いた397枚のピースと渥美青
年経済研究会の会員の描いたピース、合わせて448枚を
組み合わせました。約3時間かけてつなぎ合わせる作業を
行い、子どもたちの夢のピースは一筋の虹となり、高さ３
m×幅20m程の大きなジグソーパズ
ルが完成しました。
　展示期間中は自分で作成したピー
スを見つけて喜ぶ親子の姿が多く見
られ、大変うれしく思いました。子ども
たちの描いた夢が叶うことを心から
願っています。

子どもたちの健やかな成長を願って
「つながれ！ぼくのわたしの未来のピース」

　はじめまして。私は、青年海外協力隊としてケニアで活動している森下
真美です。今日は、ケニアの気候や文化、私の活動内容などについてお知らせします。

●ケニアの文化と気候 
　アフリカ大陸の東に位置するケニア共和
国。人口は約4700万人と日本の約半分。土地
面積は、日本の約1.5倍もあります。赤道直下
にある国ですが、首都ナイロビは標高1795
ｍと高く、平均気温17～20度と年間を通して
過ごしやすい気候です。季節は、乾季と雨季に
分かれ、ちょうど8月は雨期真っ只中です。労
働人口の60％が農業に従事し、主な農業作物
としてコーヒーがあります。
　言語は英語から、スワヒリ語、民族語まで使います。日常的にどの言語も使われており、日
本では、ほとんどの人が日本語を使うことを話すと、文化の違いに驚かれます。民族はキクユ
族、ルオ族、カレンジン族、そして日本でも有名なマサイ族など、さまざまな民族がいます。
　そして、ケニアの観光といえば、サファリ。サファリカーに乗って、ライオン、キリン、ゾウな
どたくさんの動物が暮らしている場所にお邪魔して、野生の姿を見ることができます。

●ケニアでのボランティア活動
　首都ナイロビから約2時間半北上したところにあるニエリリマンドホームという少年一時
拘置所が私の配属先です。そこには7～17歳ぐらいの子どもが、常に30名前後拘置されて
います。ストリートチルドレンとして保護された子どもや、罪を犯した子どもが裁判の判決
を待つ間、ここで過ごします。子どもたちはベッドで安心して寝ること、身辺の清潔を保つこ
と、ご飯を３食食べること、良いマナーを身に付けることなど基本的な生活スキルを、食事
当番や掃除当番などにより、習慣付けていきます。
　しかし、拘置期間が２年以上と長期に渡る子ど
もがいるにも関わらず、彼らに教育を受ける機会
が提供されていませんでした。そこで、教育を提
供することが私の活動内容です。2016年10月の
終わりから、少しずつできることをやってきて、今
では、算数のプリントを使った学習、本を読む時間
のライブラリー、職業紹介本を使ったキャリア教
育、心と体の健康を目指したスポーツ、学ぶことへ
の意欲を高めるワークショップを実践しています。
　今後の課題は、「いかに現地スタッフだけで子どもたちへの教育ができるようにしていく
か」。ボランティアなしでも安定した教育の提供が行われ、未来を担う子どもたちが学ぶ機
会を継続的に得ることができる仕組みを目指しています。

ケニアの子どもたちに教育を！

▲完成した木製パズル
▲サファリにいるゾウたち

▲森下さん（左から2番目）と現地スタッフら

石埜 奏登くん
かな  と

1歳
吉胡町

冨田 翔太郎くん

9カ月
大草町

  しょう  た  ろう

坂田 大和くん
やま  と

6カ月
田原町

渥美青年経済研究会
第48代理事長
中川初志

　 info@atsumi-seiken.org

［投稿者］

▲ピースに絵を描く園児たち

青年海外協力隊
森下真美

［投稿者］
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